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沽
徳
年
譜
追
考

京
極
高
住

の
俳
譜
に

つ
い
て

白

石

悌

三

さ

ゝ

や

か
な

報

告

で

あ

る

。

先

に
沽

徳

年

譜

(連

歌
偉

譜

研

究

第

十

九
号

)
を

作

製

し

た
折

、
『
面

々
硯

』

(

)
に

慈

父

そ

れ

の
と

し

正
月

七

日
容

貌
去

っ
て

あ

し
た

の
霞

遠

く
隔

し

七

種

の
内

か

葱

も

お
も

ひ
草

駒

角

以

下

、

湖

春

、

調

和

、

立

志

、山

夕

、

正

友

、沽

徳

、

秀

和

、

不

角

、

無

倫

、

後

京

一
蜂

、

露

言

、
松

口
、

好

柳

、

素

堂

、

一
鉄

、

露

浩

、

幽

山

、

執
筆

、

似

同

同

同

同

同

同

同

船

、

信

徳

、

如

泉

、

言

水
、

常

牧
、

我

黒

、

幸

佐

、

晩

山

、

同

大
阪

同

同

同

同

大
津

助

曼

、

来

山

、

才

麿

、

万

海

、

一
礼

、

団

水
、

尚

白

、

任

口
、

田
辺可

心

に
よ
る

一
句

一
順

の
歌

仙
が
目

を
引

い
た
。
も

と
調
和
門

の
露
言

の
引

き
た

て
に
よ

っ
て
、

「
坂
東
太
郎
』

『富

士
石

』

『
金
剛
砂

』

『
題
林

一
句
』

『
白
根
嶽

』

と
調
和
系

の
俳

書

で
売
り
出
し

て
も
ら

い
な
が
ら
.

風

虎

の
死

を
機
縁
と
し

て
沽
徳
と
改
号
し
た
後
は
、
露
沽

の
動
き

に
従

っ
て
急

速

に
蕉

門

と
近
附

い
た
た
め
調
和
と
は
対
立
し

て
し
ま

っ
た
沽
恋

、
そ
の
沽

徳
が
調
和
撰

調

和

撰

元
禄
十

一
年
刊

の
俳
書
で
同

じ
歌
仙

に
名
を
連
ね

て
い
る

の
は
珍

し
か

っ
た

し
、
そ
れ
を
敢
え

て
せ
し
め
た
駒
角

と
は
ど

う
い
う
人

で
あ
ろ
う
か
と
好
奇
心
が
湧

い
た
。
否
、

調
和

・
浩
徳

ば
か
り

で
は

な
い
、

こ
こ
に
は
慈
父
追

悼
の
名
の
も

と
に
江
戸

.

京

・
大
坂

に
亙
っ
て
当
代

一
流

の
宗
匠
が
超
党
派

で
豪
華

に
顔
を
揃
え
て

い
る
。

元
禄
十
年
没

の
湖
春
が
脇
を
附
け
て

い
る
か
ら
そ
れ
以
前

の
興
行

と
は
思

っ
た

が
、

い
つ
こ
の
豪
華

な
歌
仙
が
巻
か
れ
た
か
に

つ
い
て
は
、
絶

え
ず
参
照
さ

せ

て
い
た
だ

い
た
荻
野
清
先
生

の
信
徳

・
言
水

の
年
譜

に
も

『
面
々
硯
』

の
刊
年

の
項

に
附
録

し
て
あ

る
だ
け

で
わ
か
ら
な

い
の
で
、
そ

の
ま

ゝ
に

し

て

お

い

た
。

『
面

々
硯

』
に
は
こ
の
歌
仙

に

右

正

二
位
前
権
大
納
言

藤
原
基
賢
入
道

の
あ
そ
は
さ
れ

し
序
文

あ
り
俳
師
が

め

い
ほ
く
不

可
勝
計
鰍
錐
然
私
の
揮

あ
り

て
干
戴
暑
之

と
い
う
後
書
き
が
附

い
て
い
る

の
で
、

せ
め
て
こ
の
省
暑
さ
れ
た

序

文

で

も

あ
れ

ば
と
慰

っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
　

昨
年
福
岡
県
三
井
郡
草
野

の
屏
山



文

庫

で
、

こ
の
歌
仙

の
完
全

な
る
写
本

一
巻
を
見

つ
け
る
事
が
で
き
た
。

少

々

長

い
が
次

に
そ

の
序
践
を
紹
介
し

て
み
よ
う
。

大
和
言

の
葉

の
道
広
く
呉
竹

の
よ

ゝ
に
つ
た

へ
た
る
姿

様
ノ
＼
な
る
か
中

に

俳
譜
躰
又
そ

の

一
ふ
し
な

る
に
や
源

の
俊
頼
は
寄
も
闇
路
を
た
す
け
さ
ら
め

や
と
詠
し
空
也
は
極
楽
は
は
る
け
き
程
と
聞

し
か
と
杯
詠
め
侍
る
も
実
此
品

に
こ
そ
袋

に
京
極
氏

五
位
下
源
朝
臣
高
住

と
い

へ
る
武
将

先
姥

は
丹
州
田
辺

と

か
や
い
ふ
所

の
主

に
し

て
飛
弾
守
何
某

と
な
ん

い
ひ
侍
り
け
ら
し
彼
若
草

の
三
円ノ
葉

四
ツ
葉

の
春

子
の
日
の
比
と
か
や
世
を
は

や
く
し
仏
名
法
性
院
道

保
と
称
し
け

る
と
そ
そ

の
し

る
し
瑞

泰
教
寺

と

い
へ
る
に
尾
霜

ふ
り
行
ま

ゝ

に
い
つ
し
か
飛
鳥
川

の
流

に
三
十

三
と
せ
の
月

日
を
う
か
め
歳

の
矢

の
は

や

く
過

る
な
る
梓
弓

の
か

へ
ら

ぬ
む
か
し

を
忍

ひ
い

ま
は
た
遠

忌

の
追

福

品

ノ
＼

の
手
向
草
摘
は

や
せ
る
か
中

に
わ
け

て
七
種

に
葱
お
も
ひ
草

の
云

の
葉

を
始

て
此

道
に
妙

な
る
を
え
ら
ひ
す

ゝ
め
て
石
上

ふ
る
き
世

の
寄
仙

に
な
そ

ら

へ
て
三
卜

六
人

の
俳
言

を
連
続
す
句

々
金
玉

の
光
り
言

々
詞
花

の
に
ほ

ひ

七
重
窯
樹

の
陰

に
い
た
ら

し
め
八
功
徳
池

の
波

に
よ
す
る
志
貴
霊
仏
観
喜

の

法
味
,
に
あ
ら
す

や
誠

に
至
孝

の
な
せ
る
所
感
嘆
極

な
し
猶
更

に
言
葉

の
林
色

と
こ
し
な

へ
に
し
て
青
柳

の
糸
た
え
す
正
木

の
葛
な
か
く
つ
た
え
ん
家
門

の

栄

昌
慈

眼
の
光
り

を
加

え
し

ゃ
ん
物

に
こ
そ
あ
ら
め
と
し
か
い
ふ

正

二
位
前
権
大
納
言

藤
原
基
賢
入
道
書

○

右
集

る
処
柳

の
都
花

の
洛
そ
れ
　

の
名
を

こ
き

ま
せ
難
波

の
芦

の
若
葉

に

て
ひ
と

ふ
し

あ
る
を
も
と
め
そ

へ
て
慈
父
尊
霊

に
手
向
草

と
な
し
ぬ
傍

て
七

種

の
目
を
し
の
ふ
の
野

に
則
賑
す

京
極
甲
斐
守
殿

蹟

書

序
文

の
筆

者
藤
原
基
賢
入
道
は
公
卿

補
任
に
よ
る
と
、
寛

永
三
年

九
月

二
十

三
日
園
基
音

(承

応
四
年

二
月
十

七
日
没

)
の
二
男

に
生

れ
た
が
、
東
園
基
教

(
寛
永
十
三
年
十
月
十
四
日
没
)

の
男
と
な
り
、
権

大
納
言

正

二
位

に
ま

で
な

っ
た
人

。
貞
享
三
年
十

(
一
説

に
八

)
月
十
九
日
、
六
十

一
才

で
出
家

し
て
法

名
を
常
算
と

い
っ
て

い
た
。
そ

の
序

及
び
蹟

に
よ

っ
て
駒
角

と
は

京

極

高

住

(
享
保
十
五
年
八
月
十
三
日
没

)
の
俳
号

で
あ
る
事
が
判

明
し
た
。
高
住

は
寛

政
重
修

諸
家

譜

に
よ
る
と
、
万
治

三
年
丹
後

の
田
辺
侯
京
極
飛
弾
守
高
直

(
寛

文
三
年

一
月

七
日
没

)
の
四
男

に
生

れ
て
土
肥
之
助

と
い

っ
た
。
寛
文

七
年
八

月

二
十
九
日
長
兄
伊
勢
守
高

盛

(
宝
永
六
年

二
月

一
日
没

)
の
男
と
な
り
、
翌

八
年

五
月

二
十

一
日
高
盛

が
田

辺
を
改

め
て
但
馬

の
豊
岡

に
移
さ

れ
た
後
、
延

宝

二
年
三
月
卜

八
日
そ
の
封

を
襲

い
、
十

二
月

二
十

七
日
従

五
位
下
甲
斐
守

に

叙
任
さ
れ
た
。
従

っ
て

こ
の
歌

仙
は
父
高
直

の
三
十

三
年
忌
追
悼
と

い
う
事
で

あ
る
か
ら

、
寛
交

三
年
よ
り
数

え
て
元
禄

八
年

の
正
月

七
日
に
催
さ
れ
た
事

に

な
る
。

と

こ
ろ
で
京
極

高
住
に

つ
い
て

は
、
福
井

久
蔵
博
士

の

=
諸
大
名

の
学
術
と

文

芸

の
研
究

』

に

「
宗

因

に
学

び
俳
名

を
云
奴
と

い
ふ
。
享
保
十
五
年
卒
す
。

年

七
卜

一
。
」と

あ
り
、
奈
良
鹿
郎
氏
も

「
玉
藻
」
昭
和
三
十
四
年

四

月

号

に

「
豊
岡
侯
云
奴

の
俳
句
」
を
幽
由

の

司
誹
枕
』

(
延
宝
八
年

刊

)
、

言

水

の

『
江
戸
新
道

一

(
延
宝

六
年
刊
)

『
江
戸
蛇
之
鮮
』

(
延
宝
七
年
刊

)

『
江
戸

弁
慶
」

(
延
宝
八
年
刊
)
か
ら
拾

っ
て
や

ゝ
詳

し
い
紹
介

を
さ
れ
て

い
る
が
、

「
駒
角
」
号

に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
京
極
杷
陽
氏

に
も

お
尋
ね
し

た
け
れ
ど
御
存
知
な

い
由
で
あ

っ
た
。
し
か
し

『
豊
西

俳
譜
古
哲
伝
草

稿
』

の



西

国
の
部

に
も

元
禄

五
年

正
月
壮

四
日

京

極
甲
斐

守
侯

へ
召
さ
れ
て
百
韻

一
座
仕

る

京
極

甲
斐

守
高
住
但
馬

豊
岡
侯

御
俳
名
駒
角

歯
固

せ
巌
を
も
と

の
さ

ゝ
れ
屑

華

に
見
出
す
世

の
福
寿
草

方
飾

る
隣

の
村
も
東
風
吹
き

て

酒

に
と
ら
れ
し
春
雨

の
蓑

青
柳

に
船
曳
奴

も
力

な
き

岸

辺
の
移
り

浪
の
か
け
よ
る

月

の
外
涼
し
き
物
は
何

々
そ

我

手
拍
子
を
こ
た
ま
答
ふ
る

下
異

駒
角
公

口

風

可

雲

幽

山

」ーB
別

水

西

国

調

和

執

筆

と

み
え
て
、
高
住
が
駒

角
と
号
し
た
事

に
聞
違

い
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

そ

こ
で
手
近

の
俳
書

か
ら

云
奴

・
駒
角

の
両
号

を
拾

っ
て

み
る
と
、

奈
良

氏

の
あ
げ
ら
れ
た
幽
山

・
言
水
撰

の
前
掲

四
書

の
外

に

『
江
、月
広
小

路

』
上

(延
宝

六
年

・
不
卜
撰

)

に
云
奴

の
発
句

一

『
富
士
石
」

(延
宝
七
年

・
調
和
撰

)
に
云
奴
子

の
発
句

二

『
坂
東
太

郎
』

(
延
宝

七
年

・
オ

丸
撰

)
に
云
奴
子

の
発
句

三

『
名
取

河
」

夏
秋

(
延
宝
八
年

・
維
痛
撰

)
に
云
奴

の
発
句

四

『
京
日
記
」

(
貞
享

四
年

・
言

水
撰
)

の
言

水

.
湖
春

.
仙
庵

一
座

の
　
十

四

に
駒
角

の
発
句

『
前
後
園
」

下

(
元
禄

二
年

・
言
水
撰

)
に
駒
角

の
発
句

一

『
破
暁
集
」

(元
禄

三
年

・
順
水
撰

)

に
江
戸
駒
角

の
発
句

一

『
都
曲
」

(
元
禄

三
年

・
言
水
撰

)
に
駒
角

の
発
句
四

『
秋

津
嶋

』

(
元
禄

三
年

・
団
水
撰

)
に
駒
角

の
発
句

一

『
浦
島
集
』

(
元
禄

五
年

・
楊

々
子
撰

)
に
駒
句

の
発
句

一

『
藍
分
船
」

(
元
禄
七
年

・
不
・角
撰

)
に
駒
角

の
発
句

一

そ

の
他
、
写
本
で
は
前
掲

の

『
豊
西
俳
譜
古
哲
伝
草

稿
』
に
更

に

同

(
註
、
元
禄
五
年
)
三
月
十

二
日

大
和
侯

の
御
茶
屋

に
て
御
客
駒
角

公
俳
師
幽
山
召
連
れ
ら

る

一
霞
千
品

に
ほ
む
る
夕
鴉

言
葉
秀

て
若
競

ふ
庭

曲
り
水
玉
盃

の
す

み
や
か

に

月

の
こ
ほ
れ
る
片
わ
れ

の
中

露

払

ふ
ほ
と
も
や
さ
し
き
村
伝

へ

下
暑

と
あ
り
、

『
露
浩
俳
諾
集
」

に

云
奴
子
会

三
月
朔

日

山

や
お
も
ふ
か
ゝ
る

ゝ
霞
は
頭
痛
の
種

さ
く
ら
か
配

る
よ
も
の
木
ま
く
ら

勝

手
か
ら
月

の
春
風
持

て
出

て

わ
か
も

あ
ふ
な
る
た
わ
布

の
雲

そ
も
鷹

の
尾
上
や
も

と
の
す

み
所

雪

の
見
殿

の
ま

ゝ
な
ら
ぬ
空

と
む
角

も
す
ね
さ

せ
置
松
濁

正
直

も

の
ゝ
杉

に
し
ら
る

ゝ

駒
角
公

大
森
助
市

幽

山

西

国

執

筆

露

沽

云

奴

曲

言

口

々

吟

市

幽

山

似

春

如

流

以
下
、

一
鉄

・
言

求

・
木

子
と
続
く
百
韻

が
あ
る
が
、

こ
れ
は

一
座

の
連
衆



や
句
風
か
ら
見
て
延
宝
年
間

の
も

の
と
推
察
さ

れ
る
。
す
る
と
高
住
は
天
和

・

貞
享

の
閥

に
、
云
奴

か
ら
駒
角

へ
と
改
号
し
た
事

に
な
る
。
高
住

二
十

五
才

の

貞
享

元
年
九
月

二
十

一
日
に
は
領
地

の
御
朱
印

を
下
さ
れ
て

い
る
か
ら
、

お
そ

ら
く

こ
の
頃

を
契
機

に
、
若
年
時

の
奇
嬌
な
俳
号

を
改

め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
新
資
料

の
巻
子
本
、
句

に
つ
い
て
は

一
蜂

の
附
句

「
都

を
は

出
羽

の
末
摘
花
買

に
」
の

「
買
」
が

「
売
」

に
な

っ
て

い
る
以
外

『
面

々
硯
』

の
も

の
と
殆
ん
ど
異
同
は
な

い
が
、
作
者

の
方

が

い
さ

ゝ
か
違

っ
て
い
る
。
発

江
戸

同

同

同

同

句

の

京
賛

駒
角

公
以
下
、

正
立

・

調
和

・

立
志

・

山
夕

・

正
友

同

同

同

同

同

同

同

同

沽

徳

・

秀

倭

・

不

角

・

無

倫

・

一
峰

・

露

言

・

好

柳

・

松

同

同

内
藤
対
馬
勾
殿

江
r

京

口

・

素

堂

・

一
鐵

・

露

沽

。

幽

山

・

執

筆

・

似

船

・

同

同

同

同

同

同

同

同

信

徳

・

如
泉

。

言

水

・

常

牧

・

我

黒

・

幸

佐

.

冒晩

山

・

助

大
阪

同

同

同

同

同

藤
堂
佐
渡
守
殿

里

・

来

山

・

才

麿

・

万

海

・

一
礼

。

団
水

・

尚

白

・

豊
岡

任

口

・

可

心

で
、

右

の
う

ち

好

柳

と
松
-口

が

『
面

々
硯

』

と
逆

に

な

っ
て

い

る

。

こ
れ

は

お

そ
ら

く

書

写

の
閥

違

い

で
公

刊

の
も

の

が

正

し

い

の

で

あ

ろ

う

。
尚

自

が

「
汰

坂

」

に
な

っ
て

い
る

の
も

同

様

「
酉

々
硯

』

の

「
大

津

」

が

正

し

い
。

揚

句

の
可

心

は

「
俳

柁

」

に

は
改
日
可

心

と

あ
り

、

云

奴

・
幽

山

と

の

三

吟
歌

仙
も

み

え

て

い

て
古

く

か

ら

親

し

い

つ
き

あ

い
の

よ

う

で
あ

る

が

、

下

っ
て

「前

後

園

」

『
浦
島

集

一
に

は

、.州

可

心
、

『
都

曲

」

に
は

薪
州
聾

氏

可

心

と

み

え

る

か
ら

改

姓

し

た

も

の

と

思

わ
れ

る

。

い
ず

れ

に

し

て

も

刊

本

に

「
田

辺

一
、

写

本

に

「
豊

岡

」

と

な

っ

て

い
る

の
は
京

極
家

が

田

辺

か

ら

豊

岡

に
移

ハ、
た

事

情

に
よ

る
も

の

で
あ

っ

て
、

高

住

と

可

心

と

が
主

従

と

み

な

さ

れ

る

ほ
ど

に
近

か

っ
た

事

を

裏

附

け

て

い

る
。

こ
れ

は

前

二
者

の
如

く
単

純

な

書

写

の

誤

り

で

は

な

い
。

そ

し

て

こ

の

よ

う

な
性

質

の
異

同

が

あ

る

だ

け

に
、

脇

句

の
湖

春

が
弟

の
正

立

に
な

っ
て

い
る

の
は

ど

う

し

た
も

の

か
解

釈

に

苦
し
む

の
で
あ
る
。
書
写

の
場
合
、
脇

句
早

々
か
ら
誤

る
と
は
考
え
ら
れ
な

い

し
、
そ
れ
も
単
純
な
写
し
違

い
で
は
な
い
。
並

の
宗
匠

で
は
な

い
人
だ
け
に
、

何

か
俳
壇
的
な
事
情
を
勘
ぐ

っ
て
み
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

異
同
が
あ
る
の
は
以
上
で
あ
る
が

こ
ゝ
で

一
巻
を
眺
め
て
み
る
と
、
初
折

は

江
戸

の
宗
匠
、
名

残
の
折

は
上
方

の
宗
匠

と
い
う
構
成

で
、
脇
句
に
季
吟

の
男

花

の
定
座

に
初
折
は
露

浩
、

名
残
の
折

は
任

口
を
各

々
立
て
た
他

、
第
三
は
調

和
、
折
端
は
初

折
を
幽
山
、
名
残

の
折

を
可
心
が
各

々
受
け
持

っ
て
い
る
。
前

掲

の
俳
歴

と
も
考

え
合

わ
せ
て
駒
角

の
俳
交
を
お

ゝ
よ
そ
知

る
事

が
で
き
る
。

幽
山
撰

『
誹
枕
』
の
追
加

を
除

く
部
分

の
成
立
が
そ

の
序

に
い
う
如
く

「
寛

文
の
こ
ろ
」

(俳
譜
大
辞
典

に
は
寛
交
九
年
か
と
す
る
)
と
す
る
と
、
そ

こ
に

入
集
し
て
い
る
高
住

(
云
奴

)
に
し

て
も
沽
徳

(
沽
葉
)

に
し
て
も
当
時
十
才

前
後

で
あ
り
、
俳
歴
と

し
て
は

一
番
早

い
も

の
に
な
る
。
そ
の

『
誹
枕
』

に
始

る
可
心
と

の
問
は
前
述

の
よ
う

に
非
常

に
親
し

い
が
、
幽
山
を
加
え
た
三
者
の

関
係

は
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
も
の
か
よ
く
わ

か
ら

な
い
。
し
か
し
大
名

の
威
光

と
は

い
え
、

こ
の
よ
う
に
豪
華

な
追
悼
歌
仙
が
実
現
し
た

の
は
、
全
く
こ
の

二

人
の
お
か
げ

で
あ

る
事

は
、

二
人
が
各

々
折
端
を

つ
と
め
て

い
る
事

に
よ

っ
て

も
わ
か
る
。

と
に
か
く

一
番
深

い
交
り

で
あ

っ
た
ろ
う
。
調
和
や
露
沽
は
幽
山

を
通
し
て
の
交
り

で
あ
る
事
が
前
掲

の
連
句

か
ら
も
う
か

ゴ
わ
れ
る
。
元
禄

の

時
点

に
お
い
て
相
反
す
る

こ
の
二
つ
の
立
場
、
調
和

・
不
角

・
一
蜂
等

と
露
浩

・
素
堂

・
湖
春
等

を
同
座

せ
し
め
た
の
は
幽
山

の
功
績

で
あ
る
。
任

口
を

か
つ

い
だ
の
も
す
ぐ
後

に
幽
山
が
彼

に
仕
え
て
改
名

し
た
事

か
ら
推
す

と
幽
山

の
関

係
で
あ
ろ
う
。
そ

の
他

で
は
言
水
と

の
関
係
が
注

目
さ
れ
る
、

醒
誹
枕
』
を
延

宝
八
年

に
す

る
と
、
俳
書

の
上
で
は
言
水

と
の
関
係

が
先

に

な

る

が

、
延
宝

年

間
は
江
戸
俳
壇
が
談
林
的
統

一
を
み
せ
て

い
た
時

で
あ
り
、
帰

京

後

の

言



水
と
の
事

は
と
も
か
く
、

こ
の
期
間

の
入
集
状
態

か
ら
師

系
を
云
々

す

る

事

は
む

つ
が
し
い
。
言
水
も
や
は
り
幽
山
と
の
関
係
か
ら
で
は

あ
る

ま

い

か

。

只
元
禄

に
な

っ
て
専
ら
言
水
系

の
撰
集

に
そ

の
名
が

み

え

る

の

は

、

蕉

門

と
の
相
関
関
係

に
お
け
る
江
戸
俳
壇

で
の
幽
山

の
地
位

の
変
化

に

伴

う

も

の

で
、

そ
れ
に
高
住
が
国
元

に
お
も
む
く
事
も
多
く
、

帰
京
後

の
言

水

と

関

係

を
深

う
し
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

特

に

」都

曲
」

で
は
巻

頭

に

歳

旦

の

四
句
を
掲
げ

て
い
る
程

で
あ
る
。

又

「駒

角
」

号
か
ら
不
角

と

の

関

係

も

疑

っ
て
み
た
が
、

「
熊
分
船
』
以
外

の
俳
書

に
は
見
当
ら
ず

、

「
薦

分

船

』

は
他
門

の
俳
人
を
も
多
く
載
せ
て

い
る

の
で
証
拠

に
な
ら
な
い
。

京

極

家

の

旧
領
地
丹
後

や
そ

の
隣

の
可
心

の
郷
里
で
あ
る
若
狭
が
言
水

・
不
角

の

圏

内

に
入

っ
て
栄
え
る

の
は
元
禄
の
頃
で
あ

り

、

高

住

の

俳

講

が

国

元

か

ら

始

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

高

住
は
延
宝
四
年

四
月

十

九

日

は

じ

め

て

但

馬
の
新
領
地

に
行
く

の
暇
を
給

っ
て

い
る

の
で
そ
れ
以
前
は
江

戸

住

い

で

あ
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
奈
良

氏
も
指
適

し
て
お
ら

れ
る
通
り
、
高
住
の
俳
譜
手

ほ
ビ

き
は
福
井
博

土
の

い
う
宗
因

で
な
く
て
、
そ

の
俳
風
を
継
承
し
た
幽
山
か

ら

で
あ
っ
た

ろ
う
。
「

誹
枕

』
に
は

「
幽
山
、
京

上
り
饅
別

に
給

ふ
」
と

い
う

前

書

の
云
奴

ω
発
句
が

あ
り
、
前
掲

し
た

「
駒
角
公
俳
師
幽
山
召
連

れ
ら
る
」

と

い
う
前
書
き

の
歌

仙
も

あ
り
、
当

時
の
江
戸
俳
壇
を
特
徴
づ
け
る

お
か

ゝ
え

宗
匠
的

な
ひ
と
つ
の
典
型

が
こ

ゝ
に
も
み
ら
れ
る
。
諸
大
名

の
江
戸
藩
邸
を
中

心

と
す

る
俳
人

の
動
き
は
、
単

に
俳
壇
史
上

の
現
象

に
と

ゞ
ま
ら
ず
本

質
的

な

俳
風

に
も
作
川
し
て
、
江
戸
俳
階
史
の
特
殊
性

を
考
え
る
上

の
大
き

な
要
因
と

な

る
の
で
ぱ
あ
る
ま

い
が
、
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
こ

の
交
流

は
露
沽

が
か
な
め
に

な

っ
て
い
た
よ
う
で
、
高

住
の
場
合
は
前

掲

の
云
奴

会
が

そ
れ
を

示

し

て

い

る
。そ

れ
か
ら
調
和

と
の
関
係

で
も
う

ひ
と
つ
看
過
で
き
な

い
事

が
あ
る
。
そ
れ

は
超
党
派
的

に
東
西
殆
ん
ど
の

一
流
宗
匠

を
揃

え
な

が
ら
、

こ
ゝ
に
蕉

門
だ
け

が
全
く
オ
ミ

ッ
ト
さ
れ

て

い
る
事

で
あ
る
。
も

っ
と
も

こ
の
江
戸

の
企
画

に
対

「註
」

し
て
わ
ず

か

に
大

津

の
尚
自
が

一
人

加
え
ら
れ
て

い
る
が
、
只

一
人

の
こ

の
蕉

門
は
故

あ

っ
て
爾
来
芭
蕉

と
感
情
的

に
疎
隔

の
入

で
あ
っ
た
。
も
と
　

蕉

門

と

つ
き
あ

い
の
な
い
高
住

に
し

て
も

こ
れ
は
不
自
然

で
あ

ろ
う
。
だ
が

こ
の
追

悼
歌

仙
が
元
禄
八
年
正
月
七
日

に
催
さ
れ
た
事
が
判

明
し
て
み
る
と

一
応
の
納

得

は
で
き

る
。
折

か
ら
其
角

・
嵐
雪

・
桃
隣
は
前
年

の
十
月
十

二
日
に
亡
く
な

っ
た
師

芭
蕉

の
弔

い
に
上
京
し
江
戸
を
留
守

に
し
て

い
た

の
で
あ
る
。
そ

の
留

守

に
こ
の
よ
う
な
大

規
模

な
企
画
が

あ
っ
た

の
は
偶
然

で
あ
ろ
う
か
。

お
そ
ら

く
偶
然

で
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
其
角

・
嵐
雪

の
あ
と
を
守

る
東
潮

。
介

我

・
神
叔

・
百
里

・
琴
風

・
仙
化

・
挙
臼
等

の
な
ん
た
る
無

力
。
又
、
東
西
両

奉

行
と

い
わ
れ
る
杉

風

・
去
来
以
下

の
蕉

門
が
、
職
業

俳
人
化
す

る
事
を

い
ま

し
め
る
師
説

に
忠
実
な
ば
か
り
に
、
芭
蕉
を
失

っ
た

暁
、
俳
壇
的

に
何
と
孤
立

し
た
存
在

で
あ
っ
た
か
、
今
更

の
よ
う
に
思

い
知

ら
さ
れ
る
、
蕉
門
親
派
か
ら

貞

門
談
林

の
残
党
、
前
句
附
派
迄
含

め
て
か
く
も
完
全

に
蕉
門

を
占

め
出
し
た

結

果
は
偽
ら
ぎ
る
当
時

の
実
情
だ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ

の
歌

仙
が
、
三

年

の
後

に
成
立

の
事
情

を
示
す
前
書

を
省

い
て
十
数
年

ぶ
り

に
出
板
し
た
調
和

の
俳
書
に
発
表

さ
れ
た
事

に
は
、

い
さ

ゝ
か

の
疑
点

を
さ
し
は
さ
ま
な

い
わ
け

に
は
い
か

な
い
。
従
来
蕉
門
勢

力
に
圧
迫

さ
れ
て
来
た

か
っ
て
の

長

老

調

和

が
、
「

ひ
と

つ
星

』
以
来
十
三
年
目

に
前
句
附
界

で
獲
得
し
た
門
人
を
擁

し
て

調
和

門

っ
状
勢

を
示

す
「
夕
紅

』
を
出
し
、
続

け
て
翌
年
、

今
度

は
旧
来

の
変

ら
ぬ

交
友

を

誇
っ
て
芭
蕉
亡
き
後

の
俳
壇

に
返
り

咲

こ
う
と
し
た

の
が

こ
ゝ
に



●

い
う

『
面

々
硯
』
で
あ
る
。

『
面

々
硯
』
は
巻
頭

に
嵐
雪

・
桃
隣

・
挙
白

・
東

潮

.
神
叔

δ
介
我
等
を
含
む
多
く
は
そ

の
年

の
歳
旦
句

を
あ
げ
、
次

に

「
お
も

し

ろ
の
的
や
黒
き
花

の
雲

」
と

い
う
駒
角
歳
旦
・吟
を
載

せ
、
そ

の
あ
と

こ
の
追

悼
歌
仙
を

い
き

な
り
続
け

て
い
る

の
で
、

一
見

そ

の
年

の
正
月

七
日
の
興
行

の

よ
う
な
印
象
を
与

え
る
。
尚
最
後

に
は
嵐
雪

・
桃

隣

・
神
叔

・
介
我
を
含

め
た

百

韻
を
も
収

め
て
い
る
。
其
角
を
中

心
と
す
る
蕉
門
勢

力
を
嵐
雪

・
桃
隣

の
側

か
ら
な
し
く
ず
し

に
し

て
い
く
か
た
わ
ら
、
蕉

門
外

の
三
都

俳
壇
を
総
結
集
し

た

こ
の
追
悼
歌
仙
を
乞

い
受
け

、
そ

の
成
立
し

た
偶
然

の
時
点
を
は
ず
し
て
、

し
か
も
成
立

の
事
情
を
示

す
前
書
を

「
私

の
揮

あ
り

て
」
省

き
発

表

し

た

の

は
、
そ

の
偶
然
性

を
反
蕉

門
的
性
格

に
す
り

か
え
ん
と
す
る
調
和

の
か
く
さ
れ

た
意
図

で
あ
っ
た
と
見
る

の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
露
沽
は

こ
の
歌
仙
が

巻
か
れ
た
元
禄
八
年

の
春

に
奥
州
岩
.城

へ
隠
退
し
て
し
ま

っ
た
し
、
湖
春
は
元

禄
十
年

に
他
界
し
た
。
発
表
す
る

に
当

っ
て
け
む
た

い
存
在

は
も

は
や
な
か

っ

た
。
沽
徳

の
如
き
は
か

っ
て
自
派

の
末

流
で
あ
り
問
題

に
も
し
な

か

っ

た

ろ

う
。

し
か
し
こ
れ

が
誤
算
で

あ

っ
た
。

露
沽

の
隠
退
後
そ

の
籍

間
的
立
場
か
ら
独

立
し
た
沽
徳

は
、
其
角

の
提
携

者

と

し
て
大
成
し
、
し

か
も

こ
の
頃
か
ら
沽
州

・
仙
鶴

と

い
う
有
力
な
門
人
が
で

き

て
、
彼
等
が
積
極
的

に
其
角
派
と
交
流
し

つ
ゝ
沽
徳
の
周
囲

に
新
し

い
団
を

形
成

し
て
い

っ
た
。

こ
の
団

の
中

で
宝
永

二
年
、
浩
徳
は
其
角

・
嵐
雪

の
生

存

中

に
そ

の
門
下

を
も
擁

し
、
山
夕

や
調
和
門

の
艶
士

・
和
推
を
も

合
せ
て
洒
落

風
を
世

に
と
う

」、余
花

千
句
」
を
出
板

し
た
、.

『
江
戸
筏
』
序

に
お
け
る
浩
州

の
自
負

に
よ
る
と
、
本
書

は
其
角

の

『末
若

葉
」

(
元
禄
十

狂
刊
)
を
継

ぐ
江

戸
俳
壇

の
主
流

で
あ
り
、

「
已
来
他
国

の
俳
も
粗

こ
れ

に
移
」

っ
た
と
い
う
。

こ
ゝ
で
蕉

門
傍

系
で
あ
る
沽
徳

の
主
流

へ
の
乗
り
換
え
が
行

わ
れ
た
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
宝
永

四
年
其
角

の
死
を
見
す
ま
し
た
調
和
が
、
も
は

や

敵

な
し
と

『
つ
げ

の
ま
く
ら
』
で
正
面

か
ら
攻
撃

を
か
け
た
時
、
こ

の

一
団

は

ゆ
る
ぎ
も

し

な
か

っ
た
。

こ
の

『
つ
げ

の
ま
く
ら

』

の
決
戦

は
有

名

で
あ
る

が
、
そ

の
前

に
豊
岡
侯
京
極
高
住

を
利
用

し
て
軽

い
前
哨

戦
が
あ

っ
た
事

は
案

外

注
意
さ
れ
て

い
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔
附
記
〕
京
極
杞
陽
氏
及
び
中
西
啓

・
石
川
八
朗
両

兄
か
ら
御
教
示
を

い

た

ビ
き

ま
し
た
事

を
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

〔註

〕
三
都

の
宗
匠
連
の
中

に
例

外
と
し
て
加

え
ら

れ
て

い
る
大
津

の
尚

白

は
、
追
善
集

『
夕
が
ほ

の
歌
』

に
の
せ
る
門
弟
宰
陀

の

「
老

贅

子

行

状
」

に
よ
る
と
、

「
晩

年
京
極
家

の
扶
助
を
え
な
が
ら
、
丹
後

に
も
く
だ

ら
ず
」
と
あ

っ
て
、
特

別
の
関
係

が
あ

っ
た
事

が
察

せ
ら
れ
る
。


